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近
年
、
近
世
の
陰
陽
師
・
陰
陽
道
組
織
研
究
が
進
展
し
て
き
た
一
方
、
陰
陽
道
実
践
に
関
す
る
研

究
は
取
り
残
さ
れ
て
き
た
。
陰
陽
道
祭
祀
に
関
す
る
研
究
は
、
陰
陽
道
の
成
立
期
も
し
く
は
最
盛
期

と
さ
れ
る
平
安
後
期
に
集
中
し
て
き
た
。
ま
た
、
中
世
以
降
の
陰
陽
道
祭
を
取
り
上
げ
た
研
究
で
も

朝
廷
・
幕
府
の
陰
陽
道
祭
祀
や
室
町
期
に
お
け
る
公
武
祈
祷
を
中
心
に
論
じ
て
お
り
、
地
域
の
陰
陽

師
が
残
し
た
祭
祀
史
料
を
分
析
し
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
本
稿
で
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所

蔵
奈
良
暦
師
吉
川
家
文
書
の
祭
祀
関
連
史
料
に
着
目
す
る
こ
と
で
近
世
奈
良
地
域
に
お
け
る
陰
陽
道

祭
祀
の
実
態
解
明
を
試
み
る
。

　

吉
川
家
文
書
は
、
南
都
暦
の
頒
暦
史
料
と
と
も
に
、
陰
陽
師
と
し
て
の
日
常
活
動
や
祭
祀
に
関
わ

る
史
料
を
残
す
。
う
ち
、
陰
陽
道
祭
祀
に
関
わ
る
祭
文
・
祭
祀
次
第
・
呪
符
史
料
は
祭
神
・
祈
願
内

容
と
も
に
多
岐
に
亘
り
、
し
か
も
実
際
に
近
世
奈
良
地
域
で
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら

祭
文
・
祭
祀
、
呪
法
史
料
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
祭
祀
種
別
ご
と
の
分
類
を
試
み
、
朝
廷
周
辺
で
の

祭
祀
（
土
御
門
家
周
辺
の
祭
祀
形
態
）
と
の
異
同
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
吉
川
家
文
書
に
伝
わ
っ
た

陰
陽
道
祭
祀
に
は
、
朝
廷
周
辺
の
土
御
門
系
祭
祀
と
同
一
も
し
く
は
類
似
す
る
陰
陽
道
祭
も
あ
り
、

な
か
に
は
、
土
御
門
家
か
ら
の
伝
来
経
緯
が
判
明
す
る
史
料
も
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
土
御
門
家
伝

来
文
書
は
、
朝
廷
祭
祀
へ
の
参
加
を
証
明
し
、
陰
陽
師
集
団
内
で
の
権
威
や
正
当
性
を
主
張
す
る
機

能
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
土
御
門
家
か
ら
の
単
純
な
受
容
で
は
な
く
、
南
都
陰
陽
師
の
主

体
的
な
取
捨
選
択
に
よ
る
改
変
・
読
み
替
え
が
み
ら
れ
る
祭
祀
文
書
も
多
数
を
占
め
る
。
そ
の
な
か

に
は
中
世
神
話
的
神
楽
／
祭
文
や
、
偽
経
・
道
教
教
典
の
影
響
が
見
ら
れ
る
も
の
や
、
九
将
神
祭
の

よ
う
に
陰
陽
五
行
説
・
易
を
原
理
と
し
つ
つ
独
自
性
を
も
つ
も
の
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
土
御
門
家

か
ら
伝
授
さ
れ
た
祭
文
が
南
都
陰
陽
師
の
祭
祀
体
系
に
あ
た
え
た
影
響
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
土
御
門
系
の
祭
祀
と
は
祭
祀
名
や
祭
神
・
祭
祀
文
言
な
ど
が
異
な
る
独
自
の
祭
祀

の
存
在
も
確
認
さ
れ
、
陰
陽
道
祭
祀
の
地
域
差
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。　
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は
じ
め
に

❶
吉
川
家
の
陰
陽
道
実
践
と
陰
陽
道
祭

❷「
陰
陽
道
」
祭
文
・
祭
祀
史
料
の
伝
来
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